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ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ （2021年 9月 24日）取材依頼 

認知機能低下・身体の老化は口の機能低下から始まる 

垂水市コホート研究から口と全身の関連性を証明 

報道機関 各位 
 

平素より本学の報道に関しては⼤変お世話になっております。この度、本学医⻭学総合研究科
の杉浦教授らの研究チームが、⼝腔機能の低下が認知機能の低下や⾝体機能の低下に関連して 
いることを明らかにし、2021 年 4 ⽉ 12 ⽇に国際学術誌『Journal of Clinical Medicine』に掲載
されました。 

⿅児島⼤学発の研究により新たな知⾒が得られたこと、また、この知⾒は、世界で初めて得ら
れた知⾒であり、さらに、健康維持につながる重要な知⾒であることから、地域の皆様に成果を
広くお伝えし、健康維持の参考としていただきたいと考えております。 

つきましては、ぜひ、取材・報道いただきますようご案内申し上げます。 
 
【概要】 

⿅児島⼤学⼤学院医⻭学総合研究科は、垂⽔市と協働し、同市をフィールドとした「健康⻑寿
（医療・⾼齢者対策）」の促進を⽬的とする取組み「たるみず元気プロジェクト」を平成 29 年度
から実施しています。同プロジェクトでは、垂⽔市の市⺠を対象に、全⾝の検診・栄養状態・ 
認知機能・⼝腔機能/⼝腔状態・⾝体機能等の検査を⾏い、その結果を市⺠の⽅々にお知らせ 
しています。 
 医⻭学総合研究科顎顔⾯疾患制御学分野（⿅児島⼤学病院⻭科部⾨⼝腔外科）の杉浦 剛教授 
の研究チームは、同プロジェクトで得られた 832 ⼈のデータから、⼝腔機能の低下が⾝体機能の 
低下及び軽度認知障害につながることを明らかにしました。 

 

 主な調査結果  
 ⼝腔機能低下は、⼼⾝の機能低下（フレイル）、全⾝の筋⼒低下（サルコペニア）、軽度 

認知障害のいずれとも関連している。 
 ⼝腔機能低下の中でも咬合⼒（かみ合わせの⼒）の低下、と⾆圧（⾆の⼒）の低下は、 

フレイル、サルコペニア、軽度認知障害すべてに関連している。 
 嚥下機能（飲み込みの⼒）の低下は、フレイルとなる危険性を 2.56 倍増加させる。 
 咬合⼒低下は、軽度認知障害となる危険性を 1.48 倍増加させる。 
 低⾆圧は、軽度認知障害となる危険性を 1.77 倍増加させる。 

 

 これまで、動物実験などでは、⼝腔の細菌が認知機能に影響を及ぼすという結果が出されて 
いたものの、⼈を対象とした研究において認知障害と⼝腔機能が関連することが⽰されたのは 
初めてのことです。また、⼝の機能低下と全⾝や認知機能の衰えが強く関わっていることから、
「⽼いは⼝から」を⽰した結果ということができます。 
 
 



 
【今後の展望】 

この結果は、⼝腔機能の低下を⻭科治療で予防することにより、認知機能低下や⾝体機能低下
（フレイル）を予防することができる可能性を⽰しています。 

「たるみず元気プロジェクト」では、多職種が連携して、この先も継続的に健康のチェックと
指導を⾏っていくことになっており、今回の結果に基づいて健康寿命の延伸に関する結果がお⽰
しできると考えています。 
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※新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のため、取材は可能な限りオンラインでの実施をお願い 

いたします。対⾯での取材を実施される際は、基本的な感染防⽌策、特に感染防⽌の３つの 
基本（⼈と⼈との距離の確保、マスクの着⽤、⼿洗い）や「３密」（密集、密接、密閉）の 
回避等を徹底していただきますようお願いいたします。 




